
迷ったらココ！

職場にあったグローブ選び
食品を取り扱うシーンでは、衛生面・事故防止・異物混入など、さまざまな配慮が求められます。
ミドリ安全では、それぞれの用途・現場に適した幅広い作業手袋をご用意しております。

食品用のディスポーザブル手袋（使い捨て手袋）には、ラテックス（天然ゴム）、ニトリルゴム、
ポリエチレン、ポリ塩化ビニール等の素材があり、厚み、カラー等、バリエーションも
豊富で使用目的に合わせて使い分けることが出来ます。
また、食品に直接触れる手袋は、食品衛生法の「器具」に該当します。
したがって、食品衛生法規格基準（材質試験、溶出試験）に適合したものを
使用する必要があります。

引っ張り・突き刺し・耐摩耗性を始め、耐油性・耐薬
品性に優れている。フィット性も良く、万能タイプの
衛生手袋で、食品業界で多く使用される手袋。

粉の代わりにクロリネーション加工（塩素処理）やポリマーコーティ
ングが施されています。食品などを取り扱う場合には衛生的です。

【食品衛生法適合品】
食品衛生法適合品とは、食品衛生法に基づいた厚生労働省の告知「食品・添加物
等の規格基準（厚生労働省告知第370号）」に適合した製品のことです。
食品の調理・加工など食品衛生法下での作業にご使用される場合は「食品衛生
法適合品」からお選びください。

食品には少ないブルー
の色は、異物混入 対策
に有効です。

ニトリルゴム
低温性に欠ける。

伸縮性、柔軟性があるため手にぴったりフィットし、
細かい作業に最適。

ラテックス（天然ゴム）
耐油性に劣る。ラテックスアレルギー
に反応される方には適さない。

素材で選ぶ

規格基準

粉で選ぶ

ウイルス対策に

トピックス
色で選ぶ

耐油性・耐薬品性に強く、耐久性もある。表面がサ
ラサラして、米粒等がくっつきにくい。

塩化ビニール（PVC）
熱、引き裂きに弱い。ニトリル、ラテッ
クスに比べるとフィット性に欠ける。

コストパフォーマンスが高く、盛り付け作業等、手袋
の交換頻度が高い作業に適している。

ポリエチレン
強度並びにフィット性に欠ける為、
細やかな作業には不向き。

素　材 特　徴 欠　点 単　価

◆  使い捨て手袋の使用上の注意 ◆
1）ご自分の手の大きさにあったサイズをお選びください。無理な着用は破れの原因となります。 2）手袋着用時に破れ等の異常がないかを確認した上でご使用下さい。
3）異物混入防止のために作業中の定期的な目視検査による外観チェックをお勧めいたします。 4）使い捨て手袋の使い回し（再使用）はご遠慮願います。
5）尖ったもの、刃物などは手袋の破れの原因となる恐れがありますのでご注意下さい。

こちらのマークで
ご確認下さい ▶▶

こちらのマークで
ご確認下さい ▶▶

【パウダーフリー】 【パウダーつき】

粉なし（パウダーフリー）

着脱がスムーズに行えるように粉（コーンスターチ）をつけています。

粉つき

作業用手袋には、調理・洗浄・下処理・清掃作業等に使用する炊事用手袋や、水ぬれ対策の腕カバー付き手袋、調理中や食品製
造中に「切り傷」や「やけど」など労働災害を防止するための「耐切創手袋」、「耐熱保護手袋」など便利な手袋があります。

使用目的に適した手袋を選んで作業を行うことにより、ケガの予防につながります。

タイプで選ぶ
タ イ プ 特　徴

洗浄、下処理、清掃作業等で使用します。炊事用手袋

ひじの上までしっかりガードして水の浸入を防ぎます。腕カバー付手袋

特殊配合のニトリルゴムで動植物油に強い手袋です。耐油性手袋

ケプラー糸やスペクトラ繊維、これらにステンレススチール繊維を加えた繊維手袋やステンレス製のクサリ手袋

が、冷凍魚や食肉などのカット作業を行うときに使用されています。繊維手袋を使用するときは、二次汚染

を防止するためニトリル手袋を繊維手袋の上に着用することをおすすめします。

耐切創手袋

コーネックスを素材とした布タイプと、油などが染み込まないシリコーンゴムなどの手袋がありますが、

断熱効果はありません。断熱効果のあるインナー手袋を併用するとともに、長時間使用すると低温やけどを

おこす可能性があるので、熱いと感じた際には使用を中止して下さい。

耐熱保護手袋

高

安

ディスポーザブル
（使い捨て）

手袋
P.58～70

手からの二次汚染を防止するため、手袋の適切な取り扱いや交換を心掛ける事は重要です。
素手が手袋に直接触れないよう、２枚重ねで使用したり、手袋を取り出す際、指先が手に触れないようにする施設もあります。
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